
　まちづくりや暮らしに関する制度など、市のあらゆる事業、方針につ
いて議員が質問する中で、主張・提言・指摘します。
　市の重要な施策の決定を、この本会議で行っています。

3月定例会は代表質問のみです。質問時間は答弁とあわせて90分です。しつもん

三田市議会会議録 検　索

三田市議会インターネット中継 検　索

しつもん

田中 一良 議員

新政みらい

議員　潜在的重要問題である行財政改革、市民
病院の課題への森市長の取り組みについて
は、高く評価をする。また、ロビーコンサー
ト、技能金襴賞、みんなの手話言語条例の制
定など実績を上げられた。しかし行財政改革
については、市民に十分に伝わっていないの
で、きめ細かな説明会の開催や、積極的な情
報公開が必要ではないか。

市　市民に寄り添った市政運営をする
　　市民の皆様の声は真摯に受け止め、誠意を

もって対応する。私自身の認識の甘さもあり、
真意を十分にお伝えできていなかったかもし
れないが、率直に反省し、市民の皆様の気持
ちに寄り添い、議論が活発に行われる風通し
のよい組織風土の構築に、より一層取り組ん
でいく。（森市長）

森市政３年半の成果と課題は市　政
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公明党

議員　財政状況が市長就任時から大きく変遷
し、多くの制約があった任期期間を振り返り、
本市のリーダーとして為政者としての思い
は。そして今後の急激な高齢化など避けるこ
とのできない新たな時代（元号）における持
続可能なまちづくりへの思いを伺いたい。

市　未来への「強い責任感」と道筋を示す必要
がある

　　市長就任以後、地方交付税の急激な減収等
に伴い、危機感を抱き行財政改革に着手した
が、本市の財政力に見合うための痛みを伴う
改革は心苦しく思っている。座右の銘「進取
の精神」等を胸に刻み、市民の皆様の声には
真摯に耳を傾け、誠意をもって対応してきた。
新しい時代でも困難な課題から逃げることな
く、未来の世代に先送りすることなく挑戦し、
市民の幸せを実現するため「住み続けたいま
ち」を目指し、その道筋を示す必要がある。（森
市長）

議員　地球規模でのグローバル化、急激な社会
構造や雇用形態の変化が予測される中で、今
回の中学校再編計画の意義と目的は。また地
域協議会等の設置を含め、地域の声を真摯に
受け止め慎重に進めるべきではないか。

市　多様性の尊重と生きる力が重要、小規模の
意見も大切

　　子どもに「知識と技能」「思考力・判断力・
表現力」「学びに向かう力・人間性」など、
生き抜く力を付けるために「高まり合える環
境」は重要であり、良い環境を作るために中
学校再編計画を提案した。今後、地域の小規

未来に希望あるまちづくりへの
思いについて

まちづくり

学校再編の意義及び目的と
地域との向き合い方は

学校再編

議員　八景中学校と上野台中学校を統合し新
設、長坂中学校と藍中学校を統合し、藍中学
校を廃止する案は反発も多い。地域住民との
十分な話し合いを進めるべきでは。

市　改めて再編の趣旨等説明し意見をお聞きする
　　今回の計画はこれから地域の方々と協議を

始める「たたき台」として示したもの。すぐ
に「地域協議会」を設置するのではなく、小
学校区など、より小さな単位で学校再編の意
義等、丁寧に説明し、ご意見を聞く中でご理解
いただけるよう取り組んでいく。（鹿嶽教育長）

議員　千葉県野田市の小学４年女児の虐待死亡
事件では、学校での対応にも問題があった。
学校等でのいじめ・虐待・保護者トラブル等
の法的解決を図るスクールロイヤーの導入が
必要ではないか。

市　スクールロイヤー活用の調査研究を進める
　　子どもたちの命を守ることを第一に、法的

根拠に基づいた適切な支援や対応を行ってい
くためにも、スクールロイヤーの導入につい
て必要性を感じている。導入に向けて研究を
進める。（岡崎学校教育部長）

他の質問   ●学生や市民活動団体との協働につ
いて　●ＩＴ教育推進について　●三田市民
病院について　●三田市の産業政策について
●次期ごみ処理施設整備について　●お出か
けサポートについて

中学校の再編計画の抜本的な
見直しを

学校再編

児童虐待の学校対応の強化をこども

市庁舎ロビーコンサート

＊スクールロイヤー：いじめや保護者とのトラブルへの対
応について、学校の求めに応じて法律上の助言をする
弁護士のこと。

説 明

模単位の意見も聞きご理解をいただけるよう
努めたい。（鹿嶽教育長）

議員　基本方針では「望ましい集団規模・３歳
児保育・認定こども園・適正配置」が謳われ
ているが、今年 10 月からの幼児教育無償化
に伴い、保護者ニーズに応えるためにも、３
歳児保育を最優先に考えるべきではないか。

市　2020 年４月の実施を目指す
　　幼児教育無償化に伴い、３歳児の入園希望

は増加すると予想している。市立幼稚園にお
いても、平成 32 年度からの３歳児保育実施
に向け、９月からの園児募集や受け入れ体制
の準備等、早急に進めていきたい。（森市長）

他の質問   ●スマート自治体への転換について
●平和や命の大切さを学ぶ教育の推進について
●障がいのある人たちの住み良い共生社会の構
築について　●防災・減災の強化について

市立幼稚園で３歳児保育の
実現を

子育て

三輪幼稚園
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